
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年目標 

経済学 

徹底演習 

 

 

 

 

 

TAC不動産鑑定士講座 



＜ＴＡＣ＞無断複写・複製を禁じます（2023年合格目標） 

－2－ 

第１章 択一形式の問題演習と答練 

 本講座は， 

例題を自力で解いてみる→解説を見て，聞いて確認する→自分の理解度に応じて復習 

という流れで進めていきます。計算や数学の部分でつまるようであれば，「経済数学入門テキスト」

の該当箇所を再度確認しましょう。ミクロ経済学やマクロ経済学の部分でつまるようであれば，「基

本テキスト」の該当箇所を復習しましょう。計算問題であっても，図を常に意識して解いていきま

しょう。すらすら解けるので，もっと問題数をこなしたい，という場合には，本冊子末尾に掲載し

てある参考文献を活用してみてください。 

例題１ 

 

解答に際して知っておくべき基礎知識  

＜数学＞  →「経済数学入門テキスト」参照 

分数，一次方程式，一次関数，連立方程式，面積の求め方，二次方程式，微分 

＜ミクロ経済学＞  →「基本テキスト」参照 

・独占企業の行動原理 

・独占の弊害 

・費用逓減産業 

・限界費用価格規制，平均費用価格規制の特長，問題点  

 価格支配力を持ち，平均費用の逓減が著しい，ある独占企業について，この企業の生産物

に対する逆需要関数 𝑝(𝑥) ，費用関数 𝐶(𝑥) がそれぞれ， 

 𝑝(𝑥) = 500 − 𝑥 

 𝐶(𝑥) = 100𝑥 + 30000 

で示されているとする（𝑥:生産量）。 

 この企業が利潤を最大化した場合の価格を 𝑝𝐴 ，政府からの限界費用価格規制を受けた

場合の価格を 𝑝𝐵 とすると，𝑝𝐴 と 𝑝𝐵 の関係に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

① 𝑝𝐴 の方が 𝑝𝐵 より 250 小さい。 

② 𝑝𝐴 の方が 𝑝𝐵 より 200 小さい。 

③ 𝑝𝐴 の方が 𝑝𝐵 より 200 大きい。 

④ 𝑝𝐴 の方が 𝑝𝐵 より 250 大きい。 

⑤ 𝑝𝐴 と 𝑝𝐵 は同じ大きさである。 
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